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Abstract of review 

地盤災害は、地震や降雨などの自然災害および、地盤掘削や地下水の揚水など建設施工に伴う人為

的災害に分けられる。これらはしばしば大規模な地盤の変形を引き起こす。このため、地盤工学の数

値解析分野では、大変形領域でも解析メッシュの影響を受けないメッシュフリー法の一種である粒子

法に注目が集まっている。しかし、実際の施工現場における地盤の挙動予測や設計にはまだ導入され

ていない。粒子法は、連続体としての大変形問題を解くことができる利点を持ち、地盤現象の視覚的

評価において適用可能性が高い。この方法を用いることで、地盤の状態や力学的挙動、メカニズムを

可視化し、高コストや危険を伴う実験や災害時の現象の理解を促進することが期待される。また、適

切なポスト処理により、専門家以外の人々にも結果を視覚的に伝えることが可能である。 
本論文では、粒子法を用いた地盤内の現象に関する数値シミュレーションを行い、その状況を視覚

的に捉え、施工品質や性能を評価している。さらに、粒子法の地盤現象への適用性を検証し、この技

術の確立を目指している。特に、PC の高性能化に伴い、粒子法を用いた予測手法の設計プロセスへの

導入が期待されている。具体的には、既存杭引抜き孔の埋戻し施工、地盤改良施工、場所打ちコンク

リート杭の安定液中での砂粒子の沈降現象など、さまざまなケースでの粒子法を用いた地盤モデリン

グを検証している。加えて、液状化現象を対象とした粒子法と個別要素法の連成解析を行い、地盤モ

デル化の手法を検証した。粒子法による解析は、地盤内の複雑な問題解決に寄与することが期待され

る。様々な条件下での設計や評価を通じて、設計品質の向上や効果的な工法の提案が可能になる。 
本論文は、学位論文提出者が長年にわたる研究アイデアを基に地盤災害の解決策を論理的に記述

し、高度な解析を実施してその有用性を明らかにしている。提出者は研究成果を国内外で発信する能

力に優れ、大学院在学中に多数の研究成果を学会や学術雑誌で発表し、掲載している。特に、2021 年

11 月に開催された International Conference on Geotechnique, Construction Materials and Environment での口

頭発表論文が Best Paper Award を受賞したこと、また 2023 年 7 月の第 58 回地盤工学研究発表会で優秀

論文発表者賞を受賞したことは、その革新的かつ独創的な研究活動が国内外で高く評価されているこ

とを示している。 
2024 年 1 月 23 日、博士学位論文審査委員会は学位論文提出者に対し、論文の内容および関連する専

門分野について試問を行った。結果、該当する研究分野において十分な知識と理解力、研究遂行能力

を有していると判断された。また、提出された研究業績に基づき、論文作成能力および口頭発表能力

も、研究者として十分なレベルにあると認められた。 
以上より、本論文は博士(工学)の学位論文としての価値があると認められ、合格とされた。 



 


